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山口・松嵜・上村：女子大学生における援助要請行動および居場所感が青年期QOLに与える影響

Ⅰ　問題と目的

　近年，学校における不登校やいじめ問題
などが大きく注目されている。文部科学省
（2019a）によると，いじめの認知件数にお
い て， 小 学 校 は484,545件， 中 学 校 は
106,524件，高等学校は18,352件と報告され
ている。その一方で，2019年度の高等学校
卒業者の大学・短大への進学率は54.7％，
高等教育機関全体での進学率は98.8％に達
している（文部科学省，2019b）。この様に，
進学することが一般的となっている一方

で，進学した大学生の背景や状況は多様化
し，対応が困難になると推察される。
　いじめのような自分一人だけでは解決が
難しい問題に直面した際に他者に援助を求
めることは，相互独立的で健全な人間関係
を築き，ストレスを乗り越え人生の質を高
めるうえで重要であるといえる（太田，
2005）。Van Brunt（2008）は，社会的・情
緒的問題をもつ学生はドロップアウト率が
高いこと，カウンセリングを受けた学生は
そうでない学生よりも在籍継続率が高いこ
と，カウンセリングは学生が自身の抱える
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困難に取り組むことや大学を継続するのを
援助することを指摘している。
　一人で解決できないような悩みを他者に
相談することは，問題解決の点でも精神的
健康の点でも重要であると考えられ，悩み
を相談する行動は，援助要請の概念を用い
て研究されている（本田・新井・石隈，
2015）。援助要請は家族や親しい友だち，
先輩後輩が選択されやすいとされる（本田
ら，2015）。問題を抱えた当人が援助要請
行動を起こした時，そのサポートが適切か
つ，援助要請行動を起こしたことに対して
自分を肯定的に評価した場合，適応感が上
がるプロセスも研究されている（本田ら，
2015）。
　また，中村・松田（2012）は学校生活に対
する適応において，学校自体に居場所があ
ることが適応に影響することを示唆してい
る。居場所とは，自分の気持ちを素直に表
現してもそれが否定されないところ，自分
の役割が実感できるために自己肯定感が取
り戻せるところ（廣木，2005），とされてい
る。石本（2010a, 2010b）は友人などの誰か
と一緒いるとき等，居場所感のあることが
精神的健康や学校適応感に影響を与えると
している。
　友人から影響を受けることについて，永
井（2016）は，大学生の友人関係における援
助要請およびソーシャルサポートと学校適
応感の関連について研究しており，その中
で検討している。研究によれば，友人関係
を尊重する大学生は，援助要請を自主的に
行いやすく，友人からの信頼感や受容感を
高めるとしている。このことから，援助要
請行動が友人などの誰かと一緒いるときの
居場所感によって変化し，精神的健康や学

校適応感に影響を与える可能性が考えられ
る。
　また，蓮田（2020）は，特に女子大学生の
問題に上がりやすい摂食障害に関連する食
異常行動と居場所感の関連性について研究
を行っている。それによると，居場所感が
高いと食異常行動が減少し，精神的健康や
身体的健康にも影響することが推察される。
　そこで，本研究では，女子大学生を対象
に援助要請行動，居場所感および，精神的
健康・身体的健康・学校適応感の指標とし
て Quality of Life（以下，QOL）の３つの関
連性と影響について検討する。
　また，援助要請行動の研究において，大
学生を対象とした援助要請行動を測定する
ための尺度は見当たらない。そのため本研
究では，女子大学生を対象とした援助要請
行動尺度を作成する。
　本研究は，いじめをはじめとする人間関
係上の困難を抱える学生への支援に有益な
知見を与えると考えられる。

Ⅱ　研究

１．目的
　本研究では，援助要請行動尺度の検討を
行った後，以下の様に仮説モデルを立て
て，質問紙調査を行った（Fig. 1）。本仮説
モデルは，水野（2003），山口・石隈・水野
（2004），山口・下平（2007）の研究より着想
を得て，作成された。

仮説１ ：「援助要請行動」が高いと，「居
場所感」が高い。

仮説２ ：「援助要請行動」が高いと，
「QOL」が高い。

仮説３ ：「居場所感」が高いと「QOL」
が高い。
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仮説４ ：「援助要請行動」が高いほど，
「居場所感」が高くなり，「QOL」
が高くなる。

２．方法
１） 調査協力者
　関東圏内の女子大学生で，研究の同意の
得られた協力者，計140名。
２） 調査時期
　2019年９月～12月。
３） 調査手続き
　対象者が受講している講義を受け持つ大
学教員に対し，調査の概要について説明
し，承諾を得た。その後，大学教員通じて，
対象者に配付，無記名による質問紙調査を
実施した。質問紙は実施後，大学教員その
場で回収した。また，対象者には質問紙に
本研究の趣旨の説明と同意に関する文書を
添付して渡し，回答をもって本研究への協
力依頼に同意したとみなした。
４） 調査内容
（1 ） 説明文書：調査内容，倫理的配慮につ

いて記載した。
（2 ） フェイスシート：学年，性別について

質問を行った。
（3 ） 青年期版 QOL 尺度（山口・松嵜・市

川・長谷川，2014）：青年期の QOL を

測定するために使用した。「身体的健康」
「精神的健康」「自分」「家族」「友達」「学
校」の６因子，24項目から構成されてお
り，各因子項目の質問ごとに「あなたの
○○について聞かせてください」と教示
し，「ぜんぜんない」「ほとんどない」「と
きどき」「たいてい」「いつも」の５件法
で回答を求めた。なお，この尺度は原著
にて信頼性と妥当性が十分に検討されて
いるためそのまま用いた。

（4 ） 居場所感尺度（石本，2010）：学校内で
の居場所感を測定するために使用した。
自己有用感」「本来感」の２因子，13項
目から構成される。「答える時にクラス
にいる時の自分を想像しながら答えてく
ださい」と教示し，質問を行った。「あ
てはまる」「どちらかというとあてはま
る」「どちらともいえない」「どちらかと
いうとあてはまらない」「あてはまらな
い」５件法で回答を求めた。なお，この
尺度は原著にて信頼性と妥当性が十分に
検討されているためそのまま用いた。

（5 ） 援助要請行動尺度：学生の援助要請行
動を測定するために使用した。「次のよ
うな悩みがあり，自分だけでは解決でき
そうにない時，あなたはどのくらいほか
の人（親，友達，先生など）に相談します

Fig. 1　仮説モデル
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か。」と教示した。「友達に仲間はずれに
されたとき」「自分が人から嫌われてな
いか気になったとき」「成績のことで悩
んだとき」「自分が将来のことで不安に
なったとき」「健康面で不安になったと
き」を想定してもらい，「どのくらいほ
かの人に相談するか」について質問を
行った。この質問項目は，本田・新井・
石隈（2009）の研究を参考に学校心理学に
おける援助領域である「学習面」「心理・
社会面」「進路面」「健康面」に即して作
成した。「絶対しない」「ほとんどしない」
「ときどきする」「いつもする」の４件法，
５項目で作成された。これは本研究のた
めに作成した尺度であるため，本研究の
中で分析を行った。
５） 倫理的配慮
　質問紙は無記名で記入し，データは統計
的に処理した集団のデータとして公表し，
質問紙には，研究以外の目的では使用しな
いこと，個人が特定されないこと，回答は
自由意思によるものであり，途中で中断し
てもよいこと，協力者の不利益は生じない
ことが説明されている。

Ⅲ　結果

１．調査協力者
　全配布数140名に対し，性別や学年の未
記入，欠損のあったものを除外した有効回
答数は139名であった。学年の対象差は，
139名中「２年生」21名，「３年生」118名，
であった。

２．援助要請行動尺度の因子分析
１ ） 援助要請行動尺度の天井効果・フロア
効果の検討

　まず，「援助要請行動尺度」の５項目そ
れぞれの記述統計を算出し，天井効果，フ
ロア効果の有無の検討を行った。その結
果，いずれの項目においても天井効果とフ
ロア効果は認められなかった。以上のこと
から，「援助要請行動尺度」は全５項目と
なった（Table 1）。
２） 援助要請行動尺度の因子分析
　援助要請行動尺度の５項目において，天
井効果とフロア効果は認められなかった。
そのため，項目を除外せず分析を行った。
　援助要請行動尺度の５項目について，最

Table 1　「援助要請行動尺度」における天井効果，フロア効果の検討

No. 質問項目 度数 平均値 標準偏差 天井効果 フロア効果

１
友達に，仲間はずれにされたとき，私
は誰かに相談します。 139 2.94 .85 3.79 2.08

２
自分が，人から嫌われていないか気に
なったとき，私は誰かに相談します。 139 2.63 .84 3.48 1.79

３
成績のことで悩んだとき，私は誰かに
相談します。 139 2.59 .87 3.46 1.72

４
自分が将来で不安になったとき，私は
誰かに相談します。 139 3.10 .72 3.82 2.39

５
私は健康面で不安になったとき，私は
誰かに相談します。 139 2.86 .91 3.77 1.95
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尤法・プロマックス回転による因子分析を
行った。固有値の落差と因子解釈可能性を
考慮し，１因子が最も妥当な因子数である
と判断した。分析を行った結果，１因子の
５項目を最適解とした。よって，この１因
子，５項目を「援助要請行動尺度」とした。
　第Ⅰ因子は「友達に，仲間はずれにされ
たとき，私は誰かに相談します。」，「自分
が，人から嫌われていないか気になったと
き，私は誰かに相談します。」，「私は健康
面で不安になったとき，私は誰かに相談し
ます。」等，援助要請に関する５項目で構
成された。そこで，「援助要請行動」と命
名した。
３） 援助要請行動尺度の信頼性の検討
　援助要請行動尺度について，信頼性を検
討するため，Cronbach の α 係数を算出し
た。その結果，下位尺度の α 係数は，「援
助要請行動」おいて .81であった。よって，
援助要請行動尺度全体及び，下位尺度にお
いて，内的一貫性が確認された。

３．「青年期版QOL 尺度」と「居場所感
尺度」および「援助要請行動尺度」学年
別の平均値の差の検定
１） 青年期版QOL尺度」の学年差の検討
　「青年期版 QOL 尺度」において，学年
別に平均値の差の検定を行った。その結
果，「青年期版 QOL 尺度」の６下位尺度
において，（「身体的健康」（F（1, 137）=.06, p
＜.n.s.）「精神的健康」（F（1, 137）=.16, p＜ 
.n.s.）「自 分」（F（1, 137）= .02, p＜.n.s.）「家
族」（F（1, 137）= .06, p＜.n.s.）「友 達」（F（1, 
137）=2.07, p＜.n.s.）「学校」（F（1, 137）=.34, 
p＜.n.s.）有意な差はみられなかった（Table 
2）。

２） 「居場所感尺度」の学年差の検討
　「居場所感尺度」において，学年別に平
均値の差の検定を行った。その結果，「居
場所感尺度」の２下位尺度において，（「自
己有用感」（F（1, 137）=.62, p＜.n.s.）「本来
感」（F（1, 137）=.81, p＜.n.s.）において有意
な差はみられなかった（Table 2）。
３） 「援助要請行動尺度」の学年差の検討
　「援助要請行動尺度」において，学年別
に平均値の差の検定を行った。その結果，
「援助要請行動尺度」の下位尺度におい

Table 2 　「青年期版QOL尺度」と「居場所感尺度」
及び「援助要請行動尺度」学年差の検討

２年生
（SD）

３年生
（SD） F 値 有意差

QOL 尺度

身体的健康 3.13
（.79）

3.18
（.78） .06 n.s.

精神的健康 3.56
（.74）

3.63
（.75） .16 n.s.

自分 2.42
（.78）

2.44
（.90） .02 n.s.

家族 3.90
（.82）

2.73
（.82） .06 n.s.

友達 3.89
（.58）

3.67
（.66） 2.07 n.s.

学校 2.82
（.64）

2.73
（.64） .34 n.s.

居場所感尺度

自己有用感 2.42
（.78）

2.57
（.81） .62 n.s.

本来感 3.15
（1.06）

3.37
（1.05） .81 n.s.

援助要請行動尺度

援助要請 2.90
（.74）

2.81
（.61） .40 n.s.

*p＜.05，**p＜.01 ２年生　N=21
 ３年生　N=118
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て，（「援助要請行動」（F（1, 137）=.40, p＜ 
.n.s.）において有意な差はみられなかった
（Table 2）。

　このことから，以後の分析は学年ごとに
データを分けずに検討を行う。

４．「青年期版QOL 尺度」と「居場所感
尺度」及び「援助要請行動尺度」の相関

　「青年期版 QOL 尺度」と「居場所感尺度」
及び「援助要請行動尺度」の相関を調べる
ため，ピアソンの積率相関係数を算出した
（Table 3）。
１ ） 「青年期版QOL 尺度」と「居場所感
尺度」との相関

　「身体的健康」と「自己有用感（r= .25, p
＜.01）には，弱い正の相関が示された。
　「精神的健康」と「自己有用感」（r= .39, 
p＜.01），「本来感」（r= .46, p＜.01）には，
中程度の正の相関が示された。
　「自分」と「自己有用感」（r= .30, p＜ 
.01），「本来感」（r= .35, p＜.01）には，弱い
正の相関が示された。

　「家族」と「自己有用感」（r= .28, p＜.01）， 
「本来感」（r= .33, p＜.01）には，弱い正の相
関が示された。
　「友達」と「自己有用感」（r= .43, p＜.01）
には，中程度の正の相関が示され，「本来
感」（r= .34, p＜.01），「援助要請行動」（r= 
.34, p＜.01）には，弱い正の相関が示された。
　「学校」と「自己有用感」（r= .17, p＜.05），
「本来感」（r= .18, p＜.05）には，無相関が示
された。
２ ） 「青年期版QOL 尺度」と「援助要請
行動尺度」との相関

　「精神的健康」と「援助要請行動」（r= .27, 
p＜.01）には，弱い正の相関が示された。
　「友達」と「援助要請行動」（r= .34, p＜ 
.01）には，弱い正の相関が示された。
３ ） 「居場所感尺度」と「援助要請行動尺
度」との相関

　「自己有用感」と「援助要請行動」（r= .28, 
p＜.01）には，弱い正の相関が示された。
　「本来感」と「援助要請行動」（r= .23, p＜ 
.01）には，弱い正の相関が示された。

Table 3　「青年期版QOL尺度」と「居場所感尺度」及び「援助要請行動尺度」の相関分析結果

身体的
健康

精神的
健康 自分 家族 友達 学校 自己

有用感 本来感 援助要請
行動

身体的健康 ─ .41** .22** .22** .30** .06 .25** .16 .11
精神的健康 ─ .46** .35** .55** .20** .39** .46** .27**

自分 ─ .22** .29** .19** .30** .35** .15
家族 ─ .37** .26** .28** .33** -.01
友達 ─ .18** .43** .34** .34**
学校 ─ .17** .18** .03

自己有用感 ─ .48** .28**
本来感 ─ .23**

援助要請行動 ─

**p＜.01，*p＜.05 N=139
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５．「青年期版QOL 尺度」と「居場所感
尺度」及び「援助要請行動尺度」の関連

　「青年期版 QOL 尺度」と「居場所感尺度」
及び「援助要請行動尺度」の関連を明らか
にするため，Amos22を用いたパス解析を
行った。
　仮説モデルに基づき，まず，第１水準に
「援助要請行動尺度」の下位尺度である「援
助要請行動」を設定した。次に，第２水準
には，「居場所感尺度」の下位尺度である
「本来感」と「自己有用感」の２つを設定
した。さらに，第３水準には，「青年期版
QOL 尺度」の下位尺度であるの「身体的
健康」「精神的健康」「自分」「家族」「友達」
「学校」６つを設定した。
　第１水準の各変数から，第２，第３水準
の各変数に対してパスを設定し，第２水準
の各変数から第３水準の各変数に対してパ
スを設定した。パス解析を行い，有意でな
いパスを削除して分析を繰り返した結果，
最終的にモデルが得られた（Fig. 2）。
　モデルの適合度は（X2=（9）=18.439，p

＜.05，NFI= .93，CFI= .96，GFI= .97，
AGFI= .86，RMSEA=.09）であった。GFI， 
CFIの値が.90以上であり，AGFIの値が.90
に近く，RMSEA が0.1未満であった。よっ
て，モデルの適合度はよいと判断された。
１） ３水準の影響関係
　モデルを概観すると，第１水準の「援助
要請行動尺度」が第２水準の「居場所感尺
度」を介して，第３水準の「青年期版
QOL 尺度」，に影響を与えていた。また，
第２水準の「居場所感尺度」において，「本
来感」は，第３水準「青年期版 QOL 尺度」
の「精神的健康」，「自分」，「家族」，に影
響を与え，第２水準の「居場所感尺度」に
おいて，「自己有用感」は，第３水準「青
年期版 QOL 尺度」のすべてに影響を与え
ていた。
２ ） 「援助要請行動尺度」が「居場所感尺
度」に与える影響

　「援助要請行動尺度」は，「本来感」（β= 
.22，p＜.001），「自己有用感」（β=.22，p＜ 
.001）に正の影響を与えていた。

Fig. 2　「援助要請行動」と「居場所感」および「QOL」の関連

R²＝.06

身体的健康

R²＝.05 .24** R²＝.22

本来感 .24** 精神的健康 　.20***
  .38** R²＝.13

援助要請 .20* 自分 　.20**
.35*** R²＝.08 R²＝.11

自己有用感 .19* 家族 　.15*
.35*** R²＝.18

*p <.05, **p <.01, ***p ,<.001 友人

CFI＝.96，GFI＝.97，AGFI＝.86，RMSEA＝.09 .14* R²＝.03

※図中には、有意なパスのみを表記。なお、誤差変数間の共分散は省略。 学校
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３ ） 「居場所尺度」が「青年期版QOL尺度」
に与える影響

　「本来感」は「精神的健康」（β=.20，p＜ 
.001），「自分」（β= .20，p＜.01），「家族」
（β=.15，p＜.05）に正の影響を与えていた。
　「自己有用感」は「身体的健康」（β=.24，
p＜.01），「精神的健康」（β=.24，p＜.01），
「自分」（β=.20，p＜.05），「家族」（β=.19，
p＜.05），「友 達」（β= .35，p＜.001），「学
校」（β=.14，p＜.05）に正の影響を与えて
いた。
４ ） 「援助要請行動尺度」及び「居場所尺
度」が「青年期版QOL尺度」に与える
影響

　３水準の影響を整理すると，「援助要請
行動」は，「本来感」（β=.22，p＜.001），「自
己有用感」（β=.22，p＜.001）の２つを介し
て，「精神的健康」（β=.20，p＜.001）「自分」
（β=.20，p＜.01）「家族」（β=.15，p＜.05）に
影響を与えていた。
　また，「援助要請行動」は，「自己有用
感」（β= .22，p＜.001）を介して，「身体的
健康」（β=.24，p＜.01），「友達」（β=.35，p
＜.001），「学校」（β=.14，p＜.05）に影響を
与えていた。
　以上の結果から，本研究において仮説４
が検証された。

Ⅳ　考察と今後の課題

１．尺度の検討
１） 「援助要請行動尺度」の検討
　学生の援助要請行動を測定するため，５
項目を作成し，調査協力者である女子大学
生140名に配付，回収し，因子分析を行っ
た。その結果，「援助要請行動」の１因子
が抽出され，１因子，５項目の援助要請行

動尺度（女子大学生版）が作成された。
　援助要請行動尺度（女子大学生版）つい
て，信頼性を検討するため，Cronbach の
α 係数を算出した。下位尺度の α 係数は .81
であった。よって，援助要請行尺度の下位
尺度において，内的一貫性が確認された。
以上のように，５項目と少ないながらも信
頼性のある尺度が作成された。

２．各尺度の学年差に関して
１ ） 「青年期版QOL 尺度」，「居場所感尺
度」及び「援助要請行動尺度」における
学年差

　まず，「青年期版 QOL 尺度」の６下位
尺度（「身体的健康」「精神的健康」「自分」
「家族」「友達」「学校」）において，学年別
に平均値の差の検討を行った（Table 2）。
その結果，本尺度の下位尺度において有意
な差は見られなかった。次に，「居場所感
尺度」の２下位尺度（「本来感」「自己有用
感」）において，学年別に平均値の差の検討
を行った。その結果，本尺度の下位尺度に
おいて有意な差は見られなかった。最後
に，「援助要請行動尺度」の下位尺度（「援
助要請行動」）において，学年別に平均値の
差の検討を行った。その結果，本尺度の下
位尺度において有意な差は見られなかった。
　本研究において，調査協力者の139名中
「２年生」21名，「３年生」118名となった。
２年生と３年生において大きな人数差があ
り，その影響から学年差が見られなかった
ことが推察された。

３．「青年期版QOL尺度」，「居場所感尺度」
及び「援助要請行動尺度」の相関

　「青年期版 QOL 尺度」の６下位尺度（「身
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体的健康」「精神的健康」「自分」「家族」「友
達」「学校」），「居場所感尺度」の２下位尺
度（「本来感」，「自己有用感」）及び「援助要
請行動尺度」の下位尺度（「援助要請行動」）
における「身体的健康」と「学校」「本来
感」，「援助要請行動」と「身体的健康」，「自
分」，「家族」，「学校」の間を除くすべての
各下位尺度間に，有意な弱い正の相関から
有意な中程度の正の相関が見られた（r= 
.19～.46; Table 3）（Table 3）。
　これは，中村・松田（2012）が示したよう
に学校生活に対する適応において，学校自
体に居場所があることが適応に影響がある
ことや，本田ら（2015）が示したように，援
助要請行動を起こした時，適切である場合
適応感が上がるという関連性が示されてい
ると考えられる。この結果により，「援助
要請行動」と「居場所感」が「QOL」を
高める重要な要因であることが示唆された。

４．「援助要請行動」，「居場所感」および
「QOL」の関連について

　「援助要請行動」，「居場所感」および
「QOL」の関連を明らかにするため，仮説
モデルに基づき，第１水準を援助要請行動
尺度，第２水準を居場所感尺度，第３水準
を「青年期版 QOL 尺度」として，パス解
析を行った。
　その結果，高い適合度のモデルが得られ
た。以下，Fig. 2について考察する。
　まず，「援助要請行動」は，「本来感」と
「自己有用感」の２つを介し，「精神的健
康」，「自分」，「家族」に正の影響を与えて
いた。「本来感」は，生徒自身がありのま
までいられることを示し，「自己有用感」
は役に立っていると思えることを示してい

る。よって，「援助要請行動」から「本来感」
への影響が高いと，援助要請行動を行いや
すい人は大学内においてありのままでいら
れやすいことが推察され，心の健康や自
信，家族関係のよさに影響を与えることが
考えられた。
　また，石本（2010a）は，居場所について，
１人でいる時の居場所を「個人的居場所」，
誰かと一緒にいる時の居場所を「社会的居
場所」と分類して機能の違いを検討した。
その結果，居場所の心理的条件を感じられ
るほど社会的居場所の確保ができていると
いう結果が示されている。加えて，永井
（2016）は大学生の友人関係における援助要
請およびソーシャルサポートと学校適応感
の関連について検討しており，友人との関
係によって援助要請行動やソーシャルサ
ポートの受け方が変化することを示唆して
いる。
　この結果のように，本研究においても友
人や家族といった，誰かと一緒にいる時の
居場所を「社会的居場所」があることや，
援助要請行動はこの様な頼りやすい関係や
自分自身をあるがままに表現でき，自分を
認めてくれるような関係において作用しや
すくなることが考えられる。
　また，「援助要請行動」は「自己有用感」
のみを介し，「身体的健康」，「友達」，「学
校」に正の影響を与えていた。これについ
ては蓮田（2020）の居場所感が高まることに
より食異常行動が減少するという結果にあ
るように，援助要請行動を行いやすい人
は，自分自身が認められているという居場
所感が精神的にも身体的にも健康度が高ま
ることが推察される。加えて，この様な居
場所感をえられる状況にあるということ
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は，友達や学校といった学生にとって一日
の大半を過ごす人や場所が安定しやすいこ
とも考えられる。
　本研究結果を踏まえ，援助要請行動を促
進するためにスキル獲得の援助，ラーニン
グサポートセンターや発達障害支援セン
ターなど相談しやすい体制を作ることで，
女子大学生における心身の健康や学校適応
などの QOL 促進に貢献できると考えられ
る。また，これにより多様化した背景を
持った学生の支援にもつながることが期待
できる。

５．今後の課題
　本研究の課題として，第１に「援助要請
行動尺度」の妥当性の検討がある。今回，
援助要請行動尺度を作成し，本研究で用い
た。しかし，研究の構成や調査協力者の人
数から妥当性を検討するには十分なデータ
に至らなかった。加えて，本研究で作成し
た１因子構造の援助要請尺度では捉えられ
る援助要請行動に限界が考えられるため，
多面的に測定できる大学生版援助要請行動
尺度の開発が求められる。今後は，作成し
た尺度の項目や構造について検討し，より
信頼性と妥当性の高い尺度にしていきたい。
　第２に，援助要請行動と QOL の関係や
関連の検討が不十分であることが挙げられ
る。本研究では，調査協力者への負担も考
慮して，「青年期版 QOL 尺度」，「居場所
感尺度」，「援助要請行動」の３尺度のみを
用いた。しかし，本田ら（2015）の研究にお
いて指摘されているように，援助要請行動
を検討するにあたり，問題を抱えた当人が
援助要請行動を起こした時，そのサポート
が適切であるか，援助要請を起こしたこと

に対しての評価等も QOL に影響を与える
ことが考えられる。今後は，援助要請行動
後の評価に関する尺度やソーシャルサポー
トに関する尺度を実施し，援助要請行動と
QOL の関連を検討する必要があると考え
られる。
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